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【緒言】 

競技チアリーディングとは応援活動から始

まったスポーツであるが、1970年代以降、技術

と華麗さ、協調性を競う競技スポーツとして発

展してきた。近年の技術向上や技の連続性によ

り、傷害発生頻度が高くなってきていることが

報告されてきている。先行研究では、チアリー

ディング競技時の傷害発生率はスタンツ時が最

も多く、さらにスタンツの中で最も多かった足

関節の外傷はトップの選手に多くみられ、スタ

ンツからの着地時に受傷する危険性が高いとさ

れている。しかし，本邦においてチアリーディ

ングの着地時の衝撃の詳細な検討は殆どなされ

ていない。 

 

【目的】 

本研究では、チアリーディングの傷害予防の

一助になることを期待し、スタンツからのディ

スマウント方法の違いによる下肢にかかる負荷

の差異を明らかにすることを目的した。 

 

【方法】 

大学女子チアリーダー7 名（ベース 1 名、ト

ップ6名）を対象とした。トップ6名〔年齢：

20.5±1.5才、経験年数：4.5±3.5年、身長：

152.1±5.1ｃｍ、体重：44.3±5.8ｋｇ〕には、

ステップオフディスマウントとポップオフディ

スマウントの各試技を行ってもらった。ステッ

プオフディスマウントは、トップがベースの肩

に立ち、前方に片足を出し、もう一方の足を出

した足に揃えて、肩の高さから地面に着地する

ものとした。ポップオフディスマウントとは、

トップがベースの肩に立ち、ベースが足と肩を

用いて、トップを宙に飛ばし着地するものとし

た。両試技共にベースは落下してきたトップの

腰をつかみ、着地の補助をすることとした。ト

ップは床反力計のクワトロジャンプ（キスラー

社製 9290AD型）上に着地し着地時の垂直方向

の床反力を計測した。課題動作はハイスピード

カメラ（カシオ社製 EX-FH20）にて矢状面上か

ら撮影し、画像分析ソフト DARTFISH(ダートフ

ィッシュ・ジャパン社製)を用いて着地時の最大

膝関節屈曲角度、最大足関節屈曲角度を計測し

た。 

 

【結果】 

垂直方向の床反力はステップオフディスマ

ウント(2789±2316N)よりもポップオフディス

マウント(3446±2149N)の方が有意に高値であ

った（p<0.05）。膝関節の最大屈曲角度は、ポッ

プオフディスマウントが小さいという傾向がみ

られた。着地時から最大床反力までの時間は、

ポップオフディスマウント（0.03±0.03秒）の

方がステップオフディスマウント（0.04±0.03

秒）よりも有意に短かった。 

 

【考察】 

ポップオフディスマウントの床反力が大き

かった要因として膝関節の屈曲による緩衝を有

効に使えなかったこと、緩衝時間が短かったこ

とが結果から読み取れる。画像からポップオフ

ディスマウントは身体重心が後方にシフトして



いることが予想され膝関節の屈曲が有効に使え

なかったことに影響していると思われる。今後

の課題として着地動画を身体重心、上体の傾斜

といった観点に立って検討していく必要性が考

えられた。 

 

【結論】 

ステップオフディスマウントはポップオフ

ディスマウントと比して安全性の面で有用性が

高いと考えられる。 

 


